
町民のうごき［令和 2年 3月 1日現在］PHOTO : 大埜地の集合住宅敷地内に建設中の鮎喰川コモン「コモンハウス棟」（仮称）
　　　　 が上棟式を迎えました。詳しくは4ページの鮎喰川コモンだよりをご覧く
　　　　 ださい。
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■人　口 5,188人（－22）

■世帯数 2,458戸（－ 1 ）
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男 2,461人（－ 5 ）
女 2,727人（－17）
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　令和 2年 1月 5日、新春恒例の神山町消防出初式が行われ、永年消防活動に功績のあった団員の
方々などに表彰状や感謝状が伝達されました。
　また、井住正三団長より、昨年10月に発生した台風19号や6月に発生した山形県沖地震について話
があり、神山町に大規模災害が発生した場合にも迅速に対応できるよう、我々消防団員も新たな知識の
習得や技術の錬磨に日々努力を重ね、与えられた責務を果たさなければならないと告辞がありました。
　なお、表彰状・感謝状を受けられた方々は、次のとおりです。

―――― 神 山 町 消 防 出 初 式 受 賞 者 名 簿  ――――
徳島県知事表彰
No 署／分団名 所属階級 氏　名

1 名西消防組合消防本部 消 防 司 令 久
く
保
ぼ
　明
あき
宏
ひろ

2 神 領 分 団 副 分 団 長 鍛
きたい
　　準

じゅん
二
じ

3 神 領 分 団 副 分 団 長 東
ひがし
谷
だに
　雅
まさ
史
ふみ

4 阿 川 分 団 第 2 部団員 鬼
おに
田
た
　　博

ひろし

5 下 分 分 団 第 1 部団員 尾
お
西
にし
　逸
いつ
夫
お

徳島県消防協会長表彰
功績章
No 分団名 所属階級 氏　名

1 広 野 分 団 副 分 団 長 尾
おの
道
みち
　正
まさ
明
あき

2 神 領 分 団 第 5 部班長 阿
あ
部
べ
　充
みつ
浩
ひろ

3 広 野 分 団 第 3 部団員 山
やま
口
ぐち
　　正

ただし

4 阿 川 分 団 第 2 部団員 多
た
田
だ
　収

しゅう
作
さく

精績章
No 分団名 所属階級 氏　名

1 鬼籠野分団 副 分 団 長 佐
さ
々
さ
木
き
昌
まさ
弘
ひろ

2 阿 川 分 団 副 分 団 長 荒
あら
井
い
　充
みつ
洋
ひろ

3 下 分 分 団 副 分 団 長 竹
たけ
田
だ
　正
まさ
澄
ずみ

4 下 分 分 団 副 分 団 長 粟
あ
飯
い
原
はら
康
やす
弘
ひろ

5 阿 川 分 団 第 2 部班長 多
た
田
だ
　泰
やす
生
お

6 広 野 分 団　第 3 部団員 井
いの
上
うえ
　邦
くに
夫
お

7 広 野 分 団　第 5 部団員 上
うえ
田
た
　和
かず
弘
ひろ

8 上 分 分 団　第 4 部団員 平
ひら
岡
おか
　晴
はる
喜
き

内助の功
No 所属および階級 氏　名

1 鬼籠野分団第4部部長 西
にし
森
もり
　英
えい
二
じ
　妻 美

み
香
か
子
こ

2 神領分団第2部部長 小
お
川
がわ
　利
とし
文
ふみ
　妻 久

く
実
み
子
こ

3 広野分団第2部団員 樫
かし
本
もと
　　浩

ひろし
　妻 良

よし
恵
え

4 阿川分団第2部団員 川
かわ
崎
さき
　康
やす
生
お
　妻 晴

はる
美
み

5 鬼籠野分団第4部団員 高
たか
橋
はし
　計
かず
幸
ゆき
　妻 広

ひろ
美
み

6 鬼籠野分団第4部団員 藤
ふじ
本
もと
　保
やす
治
じ
　妻 晶

あき
子
こ

7 神領分団第7部団員 栗
くり
尾
お
　久
ひさ
文
ふみ
　妻 一

かず
惠
え

8 神領分団第7部団員 藤
ふじ
本
もと
　　昇

のぼる
　妻 節

せつ
子
こ

徳島名西警察署防犯功労者表彰
No 分団名 所属階級 氏　名

1 阿川分団  分団長 坂
さか
井
い
　一
かず
博
ひろ

2 下分分団  分団長 尾
お
西
にし
　弘
ひろ
史
ふみ

3 上分分団  副分団長 藤
ふじ
原
わら
　宏
こう
一
いち

徳島県消防協会名西地方分会長表彰
No 分団名 所属階級 氏　名

1 下分分団  第 5部部長 西
にし
内
うち
　浩
ひろ
志
し

2 広野分団 第 2部班長 大
おお
西
にし
　潤

じゅん
弥
や

3 神領分団  第 2部班長 鎌
かま
田
だ
　直
なお
篤
あつ

4 下分分団  第 5部班長 藤
ふじ
川
かわ
　貴
たか
司
し

5 広野分団 第 1部団員 原
はら
　　普

ひろ
之
ゆき

6 広野分団 第 4部団員 相
あい
原
はら
　照

しょう
平
へい

7 神領分団  第 1部団員 浦
うら
屋
や
　一
かず
馬
ま

8 神領分団  第 4部団員 北
きた
山
やま
　敬
けい
典
すけ

9 神領分団 第 4部団員 杉
すぎ
本
もと
　卓
たく
弥
や
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　また、昨年新しく女性消防隊員により編成さ
れたラッパ隊による、信号ラッパの演奏も行わ
れ、式典開式のファンファーレと国旗掲揚時に
国旗への敬礼を奏でました。初めてのお披露目
となりましたが、堂々と演奏することができま
した。
　現在は 3名の女性消防隊員で活動しています
が、今後は隊員数を増やし、出初め式だけでなく、
町内外の各種イベントにも参加し、消防団活動
のPRに繋がっていけばと思います。
　今後ますますの活躍を期待しています。

No 分団名 所属階級 氏　名

10 神領分団 第 7部団員 湊
みなと
　　佳

よし
郎
ろう

11 下分分団 第 2部団員 竹
たけ
田
だ
　雅
まさ
彦
ひこ

神山町長表彰
No 分団名 所属階級 氏　名

1 神領分団  第 1部団員 尾
お
木
ぎ
原
はら
　靖

やすし

2 広野分団 第 1部団員 髙
たか
橋
はし
　義
よし
英
ひで

3 広野分団 第 1部団員 坂
ばん
東
どう
　　敦

あつし

4 阿川分団  第 4部団員 東
ひがし
　　和

かず
孝
たか

5 神領分団  第 4部団員 阿
あ
部
べ
　勝
かつ
重
しげ

6 神領分団  第 6部団員 河
かわ
野
の
　晴
はる
彦
ひこ

7 神領分団 第 6部団員 河
かわ
野
の
　宏
ひろ
貴
き

8 上分分団 第 2部団員 山
やま
口
ぐち
　良
よし
文
ふみ

消防協力者感謝状
No 氏　名

1 ヘ
へ
イ
い
ワ
わ
工
こう
業
ぎょう
株
かぶ
式
しき
会
がい
社
しゃ

退職消防団員感謝状
No （元）分団名 （元）所属階級 氏　名

1 神領分団 副分団長 中
なか
谷
たに
　秀
ひで
久
ひさ

2 広野分団 第 1部団員 森
もり
　　清

せい
一
いち

3 広野分団 第 2部団員 谷
たに
川
がわ
　吉
よし
延
のぶ

4 広野分団 第 2部団員 澤
さわ
口
ぐち
　晴
はる
美
み

5 広野分団 第 5部団員 花
はな
井
い
　浩
ひろ
志
し

6 鬼籠野分団 第 2部団員 坂
ばん
東
どう
　　章

あきら

7 鬼籠野分団 第 3部団員 西
にし
崎
ざき
　教
のり
信
のぶ

8 神領分団 第 1部団員 清
し
水
みず
由
ゆ
起
き
夫
お

9 神領分団 第 2部団員 廣
ひろ
岡
おか
　常
つね
夫
お

10 下分分団 第 2部団員 西
にし
崎
ざき
　邦
くに
夫
お

11 下分分団 第 3部団員 元
もと
木
き
　和
かず
也
や

12 下分分団 第 5部団員 後
ご
藤
とう
田
だ
孝
たか
男
お

13 上分分団 第 1部団員 佐
さ
藤
とう
　信
のぶ
弘
ひろ

14 上分分団 第 2部団員 髙
たか
橋
はし
　　功

いさお

▲ラッパ隊によるファンファーレの演奏

▲鮎喰川での一斉放水▲全分団による分列行進
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鮎
喰
川
コ
モ
ン
の
ひ
み
つ　
そ
の
②

「
育
ち
合
え
る
場
」
っ
て
？

　
鮎
喰
川
コ
モ
ン
を
含
む
大
埜
地
の
集

合
住
宅
で
は
「
子
ど
も
が
育
ち
合
え
る

場
づ
く
り
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
神
山
町
は
町
域
が
広
い
た
め
、
近
所

に
同
世
代
の
子
ど
も
が
少
な
く
、
一
緒

に
遊
ぶ
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

雨
の
日
な
ど
に
親
子
で
過
ご
せ
る
環
境

も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
鮎
喰
川
コ
モ
ン
は
、
そ
ん
な
親
子
が

共
に
過
ご
せ
る
場
所
で
す
。
例
え
ば
、

少
し
年
の
離
れ
た
子
や
大
人
と
一
緒

に
、
や
り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
り
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
を
教
え
合
っ

た
り
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
家
と
も
学
校
と
も

違
う
場
で
新
し
い
発
見
や
学
び
を
広

げ
、
共
に
育
ち
合
う
場
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、そ
こ
へ
加
わ
る
大
人
た
ち
も
、

年
齢
を
超
え
た
つ
な
が
り
や
居
場
所
を

見
つ
け
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
秋
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
鮎

喰
川
コ
モ
ン
自
身
も
町
の
み
な
さ
ん
と

共
に
育
つ
場
と
な
る
よ
う
に
、
使
い
方

を
話
し
合
う
機
会
や
、
建
設
途
中
の
建

物
を
見
て
も
ら
え
る
機
会
を
設
け
て
い

ま
す
。

　建物を見ると、多様な業種の職人さんそれぞれの技
が各所に見られます。でも、存在を見せないことが技、
という場合もあります。
　例えば電気屋さん。コモンハウス棟（仮称）では風
景をたくさん取り込むよう窓を多くし、また、木の魅
力を最大限活かすため、木の骨組み構造がそのまま現
れる内装にしています。そうすると、配線を隠せる壁
や天井が非常に少なくなってしまいます。さて、電気
の線はどこを通ればいいか。
　完成後は何も見せないということに、電気屋さんの
腕が振るわれています。

上： 小中学生とのワークショップ   
「まちのリビングを考える子ども会議」

  （2019年 7月）

下： 鮎喰川コモン建設現場　見学会   
「敷地と建物を感じよう」  （2019年11月）

 
鮎
喰
川
コ
モ
ン
だ
よ
り

神山町役場 総務課
☎088-676-1111
神山つなぐ公社
☎050-2024-4700

鮎喰川コモン
案内人

コモンちゃん

現場 拡大 図鑑②
� ～見えないことが見せ場 !? ～

基礎コンクリート打設時、電線の通り道
となる「さや管」を入れる中川純さん

▲

▲屋根の中にも配線

※�大埜地の集合住宅全体でも、景観の中
に電柱や電線が見えないよう、地中埋
設としました。（2017年 6月～2018
年 3月工事）

▲ 地下に潜って電気幹線をつなぐ作業を
する中川雅彦さん

子
ど
も
も
大
人
も
、

一
緒
に
育
っ
て
い

け
る
場
所
な
ん
や

な
ぁ
。

オ
ー
プ
ン
の
前
か
ら
、み

ん
な
で
建
物
を
見
た
り
、

使
い
方
を
考
え
た
り
し
よ

る
ん
や
～
。

アユミちゃん

コモンちゃん

コモンハウス棟（仮称）が、
� 姿を現しました。

▲ 規模感や敷地の中でのたたずまいが、実
際に感じられるようになりました。見学の
ご相談は、総務課まで。

広報かみやま No.327 4



　
1
月
26
日
（
日
）、
鮎
喰
川
コ
モ
ン
の

中
心
と
な
る
文
化
施
設
「
コ
モ
ン
ハ
ウ

ス
棟
（
仮
称
）」
が
上
棟
を
迎
え
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
ほ
と
ん
ど
開
催
さ
れ
な
く

な
っ
た
上
棟
式
を
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち

に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
上
棟
の

式
典
と
合
わ
せ
て
、
餅
つ
き
や
お
汁
粉

の
振
る
舞
い
、
大
工
さ
ん
に
よ
る
木
工

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
親
子
で
参
加

で
き
る
企
画
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、獅
子
舞
の
演
舞
に
始
ま
り
、

祝
詞
の
奏
上
や
餅
ま
き
な
ど
、
神
山
な

ら
で
は
の
文
化
を
活
か
し
た
内
容
と
な

り
ま
し
た
。

　
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
晴
れ

間
に
も
恵
ま
れ
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
後
の
鮎
喰
川
コ
モ

ン
の
姿
を
想
像
さ
せ
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

▲上棟を祝う餅まきは、大勢の人が楽しみました

▲建設中の大埜地住宅を眺めながらお汁粉を楽しむ

コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
棟
（
仮
称
）

�

上
棟
式
を
開
催
し
ま
し
た
！

▲高浜獅子舞保存会さんの舞

▲大工さんによる建前の様子

「近頃気になっている場所」や
� 「近くにあるけど行ったことのない施設」を実際に見てみませんか？
　町民・町内バスツアーは 5 名以上の参加希望があれば、い
つでも受付をしています。お誘いあわせて、ぜひご利用くだ
さい。
　バスツアーの訪問先・興味、関心に応じて、参加者と相談
しながら訪問先の調整を行います。

町民・町内バスツアー参
加者募集中

参加費◦ 1，000円程度（昼食代など実費）
定　員◦ 5～ 15名程度
対　象◦町内在住・在勤者
主　催◦神山町、神山つなぐ公社
申し込み方法◦
　　　　代表者名、希望人数、希望日、連絡先を電話ま
たはメールにてお申込みください。
申し込み先◦
　　　　神山町役場　総務課　企画調整係
　　　　　電話 088-676-1111
　　　　　メール soumu@kamiyama.i-tokushima.jp

▼

古
民
家
を
改
修
し
た

 

「
西
分
の
家
」▼

神
山
校
訪
問
時
に
は
、

 

参
加
者
の
中
に
卒
業
生
も
！
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売
買
や
賃
貸
を
希
望
す
る

空
き
家
情
報
を
募
集
し
て
ま
す
。

　
神
山
町
に
転
入
・
U
タ
ー
ン
を
希

望
す
る
方
に
、
売
買
物
件
ま
た
は
賃
貸

物
件
と
し
て
紹
介
で
き
る
空
き
家
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

  

移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
神

山
町
内
で
住
宅
を
探
し
て
い
る
方
か
ら

年
間
約
80
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

す
。
近
年
は
町
外
か
ら
の
転
入
希
望
者

だ
け
で
な
く
、町
内
出
身
者
の
U
タ
ー

ン
の
相
談
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
物

件
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
た
場
合
、
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
荷
物
の
片
付
け
サ
ポ
ー

ト
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
提
携
の
不
動
産

会
社
に
よ
る
契
約
仲
介
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
取
引

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で

の
物
件
紹
介
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
昨
年
10
月
に
阿
川
に
引
っ
越
し
て
き

た
石
田
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
神
山

の
茶
葉
を
使
っ
た
中
国
茶
の
生
産
・
販

売
と
茶
道
具
な
ど
の
骨
董
品
を
扱
う
お

店
「
杉さ

ん
香こ

う
庵あ

ん
」
を
開
業
さ
れ
る
予
定
で

す
。

〈
移
住
前
の
暮
ら
し
〉

　
実
家
が
鮎
喰
町
だ
っ
た
の
で
、
幼
少

期
を
徳
島
で
過
ご
し
ま
し
た
。
大
人
に

な
っ
て
30
年
ほ
ど
は
東
京
で
暮
ら
し
、

子
育
て
も
し
た
後
、
縁
あ
っ
て
中
国
に

渡
り
ま
し
た
。
香
港
で
10
年
ほ
ど
、
日

本
の
茶
器
や
酒
器
を
販
売
す
る
、
古
物

商
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
香
港
の
お
茶
屋
さ
ん
で
中
国
茶
を
飲

ん
だ
と
き
、
同
じ
お
茶
で
も
淹
れ
る
茶

器
に
よ
っ
て
味
や
香
り
が
違
う
こ
と
に

驚
き
、
中
国
茶
の
奥
深
さ
に
惚
れ
込
み

ま
し
た
。
自
分
で
も
中
国
茶
の
生
産
を

し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
茶

葉
の
産
地
ま
で
行
っ
て
プ
ー
ア
ー
ル
茶

の
生
産
体
験
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

　
香
港
か

ら
の
帰
国

を
機
に
、

徳
島
県
で

お
茶
の
生

産
が
で
き

る
場
所
を

探
し
始
め

ま
し
た
。

い
ろ
ん
な

地
域
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、
神
山
は

お
茶
の
生
産
が
も
と
も
と
盛
ん
で
あ
っ

た
こ
と
、
ま
た
市
内
の
実
家
に
も
近
い

こ
と
か
ら
、
神
山
に
移
住
す
る
こ
と
に

決
め
ま
し
た
。
東
京
に
住
ん
で
い
た
息

子
も
中
国
茶
づ
く
り
に
関
心
が
あ
っ
た

の
で
、
10
月
か
ら
神
山
で
一
緒
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

〈
神
山
で
の
暮
ら
し
〉

　
3
月
中
の
開
業
に
向
け
て
、
中
国
茶

を
販
売
す
る
た
め
の
店
舗
を
改
装
中
で

す
。
道
具
や
材
料
を
保
管
す
る
作
業
場

づ
く
り
か
ら
、
店
舗
の
土
間
打
ち
や
壁

の
張
り
替
え
ま
で
、
自
分
た
ち
で
い
ち

か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
茶
畑
の
整
地
作

業
も
並
行
し
て
行
っ
て
い
て
、
阿
川
地

区
の
方
々
か
ら
お
茶
の
木
を
譲
っ
て
も

ら
い
、
借
り
て
い
る
家
の
畑
に
移
植
し

ま
し
た
。
茶
葉
を
う
ま
く
収
穫
で
き
る

か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
梅
の
生
産

に
も
興
味

が
あ
り
、

地
元
の
方

に
剪
定
方

法
を
教
え

て
も
ら
い

な
が
ら
、

梅
の
木
の

手
入
れ
も

始
め
ま
し

た
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

　
中
国
茶
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
店
舗

だ
け
で
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
行

え
る
よ
う
、
W
E
B
サ
イ
ト
の
構
想
を

練
っ
て
い
ま
す
。
お
店
の
営
業
に
余
裕

が
で
き
た
ら
、
中
国
の
友
人
と
一
緒
に

企
画
し
て
い
る
、
四
国
の
お
茶
産
地
を

巡
る
体
験
ツ
ア
ー
に
も
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
日
本
の
方
に
中
国
茶
を

知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
中
国
の

方
に
も
日
本
の
お
茶
文
化
を
知
っ
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

◦ 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

◦

☎676-1177
IP: 2028

NPO法人
グリーンバレー
伊藤・林が

お届けします。

新規移住相談件数
12月…13件
1月… 7 件

阿
野
地
ノ
平
在
住

石
田　
祐ひ
ろ

史ふ
み

　
徳
島
県
出
身

石
田　
　
孟た
け
る

　
東
京
都
出
身

改装中の店舗
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徳
島
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

交
通
死
亡
事
故
抑
止
功
労
表
彰

　
令
和
2
年
2
月
25
日
、
徳
島
県
庁
に

お
い
て
、
徳
島
県
交
通
安
全
対
策
協
議

会
交
通
死
亡
事
故
抑
止
功
労
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
神
山
町
は
「
長
期
間
交
通

事
故
防
止
（
1
、0
0
0
日
以
上
）」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
神
山
町
で
は
1
、2
2
8
日
間
（
令

和
2
年
2
月
25
日
現
在
）
交
通
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
県
内
第
5
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し

て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
の
被
害
者
あ

る
い
は
加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う

消
防
演
習
実
施

　
1
月
26
日
、
下
分
字
東
稲
原
の
「
西

光
寺
」
で
地
元
の
住
民
や
関
係
者
な
ど

お
よ
そ
40
人
が
参
加
し
、
文
化
財
防
火

デ
ー
に
伴
う
消
防
演
習
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
発
煙
筒
の
煙
を
火
災
発
生
と
想

定
し
、
通
報
や
初
期
消
火
、
そ
し
て
文

化
財
に
見
立
て
た
箱
の
非
常
搬
出
を

行
っ
た
あ
と
、
下
分
分
団
と
神
山
消
防

署
に
よ
る
連
結
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
消
防
隊
員
か
ら
消
火

器
取
扱
時
の
注
意
点
や
操
作
方
法
を
学

ぶ
消
化
器
取
扱
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
1

月
26
日
に
日
本
最
古
の
壁
画
で
あ
る
奈

良
県
斑
鳩
町
の
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
が

炎
上
し
焼
損
し
た
こ
と
を
契
機
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
神
山
町

で
も
町
内
の
文
化
財
に
対
す
る
消
防
演

習
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
お
と
な
カ
タ
ロ
グ
」
で

様
々
な
お
と
な
に
触
れ
る
授
業

　
1
月
22
日
、
神
領
小
学
校
、
広
野
小

学
校
の
児
童
を
対
象
に
、（
株
）
プ
ラ
ッ

ト
イ
ー
ズ
が
主
催
す
る
「
お
と
な
カ
タ

ロ
グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
授
業

は
、
様
々
な
大
人
と
出
会
い
、
仕
事
や

人
生
に
つ
い
て
学
び
、
感
じ
て
、
夢
の

選
択
肢
を
広
げ
て
ほ
し
い
、
と
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
町
内
で
働
く

靴
職
人
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
オ
ー
ナ
ー
、

料
理
人
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、
仕
事
に
つ

い
て
の
話
を
聞
い
た
り
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
関
連

し
た
体
験
授
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

を
東
京
で
開
催
し
ま
し
た

　
2
月
9
日
、
東
京
都
渋
谷
区
の
建
築

家
会
館
に
て
、
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ

な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
町
外
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告
会
は
、
町

内
で
も
行
わ
れ
て
い
る
「
つ
な
プ
ロ
報

告
会
」
を
神
山
町
出
身
者
や
神
山
に
関

まちの
　 出来事

かん太くん

▲住民による初期消火の様子

▲町内で働く 3名の大人がゲストになりました

▲飯泉嘉門徳島県知事から表彰を受ける大野副町長

▲「世界とつながる」をテーマにタイの人と話してみました

7 令和 2年 3月15日発行



心
を
寄
せ
る
方
に
向
け
て
、
企
画
さ
れ

ま
し
た
。
報
告
会
で
は
、神
山
町
役
場
、

つ
な
ぐ
公
社
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
入
れ

替
わ
り
で
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
ん
で
い

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
報
告
を
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
1
0
1
名
の
方
が

参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
出
身
者
や
、
こ

れ
ま
で
神
山
に
来
た
こ
と
の
あ
る
と
い

う
方
も
多
数
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「（
故
郷
で
あ
る
神
山
が
）
今
日
は

と
て
も
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。」、「
東

京
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
神
山
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
ま
す
。」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
波
乗
り
オ
フ
ィ
ス
へ
よ
う
こ

そ
」
上
映
会
開
催

　
2
月
15
日
、広
野
校
舎
体
育
館
に
て
、

映
画『
波
乗
り
オ
フ
ィ
ス
へ
よ
う
こ
そ
』

の
上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
映

画
は
、
徳
島
県
美
波
町
が
舞
台
の
映
画

で
、
サ
テ
ラ
イ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
地
方
創

生
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
が
取
り
扱
わ
れ

て
い
ま
す
。
映
画
会
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
役
場

若
手
職
員
有
志
が
企
画
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
約
70
名
の
方
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
映
画
上
映

の
み
で
は
な
く
、
輪
投
げ
や
射
的
な
ど

の
ゲ
ー
ム
な
ど
も
用
意
し
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
方
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

卓
球
大
会

　
令
和
元
年
度
神
山
町
卓
球
大
会
を
1

月
19
日
（
日
）、
神
山
町
民
体
育
館
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
大
会
は
、

一
般
選
手
、
城
西
高
校
神
山
校
、
神
山

中
学
校
か
ら
総
勢
27
人
の
参
加
が
あ

り
、
男
女
別
に
4
～
5
名
リ
ー
グ
で
予

選
を
行
い
、
各
リ
ー
グ
の
上
位
2
～
3

名
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
度
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
般
、
高
校
生
、
中
学
生
が
混
ざ

り
、
世
代
を
超
え
た
熱
い
戦
い
と
な
り

ま
し
た
。

　
男
女
別
個
人
戦
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

男
子
の
部
　
　
優
　
勝
　
森
川　
勝
弘

　
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
後
藤　
公
一

　
　
　
　
　
　
第
三
位
　
田
所　
謙
作

女
子
の
部
　
　
優
　
勝
　
東
浦　
君
子

　
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
三
原　
公
代

　
　
　
　
　
　
第
三
位
　
瀧
上　
桃
夏▲女子の部入賞者

▲男子の部入賞者

▲体育館を仮設の映画館に仕立てました

▲報告会当日の様子
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総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －
1
1
1
1

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
1

神
山
町
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援

事
業
に
つ
い
て

　
神
山
町
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援

事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
神
山
町

営
バ
ス
回
数
券
5
、
0
0
0
円
分
と

徳
島
バ
ス
㈱
が
発
行
す
る
普
通
回
数
券

5
、
0
0
0
円
分
と
の
い
ず
れ
か
を

交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
2
年
4

月
1
日
よ
り
神
山
町
商
工
会
が
発
行
す

る
商
品
券
5
、
0
0
0
円
分
も
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

目
的

　
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
の
減
少
を

図
る
た
め
、
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
な
ど
を
推
進
及
び
運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
者
な
ど
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

　
こ
の
事
業
の
対
象
と
な
る
方
は
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
で
す
。

①
神
山
町
に
住
所
が
あ
る
方

②
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
方

③ 

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
て
い
る

方
ま
た
は
運
転
免
許
証
の
有
効
期
間

が
満
了
し
、
今
後
再
取
得
の
意
思
の

な
い
方

申
請
に
必
要
な
も
の

① 

運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
ま
た
は
運

転
経
歴
証
明
書
（
※
初
め
て
申
請
す

る
方
の
み
）

② 

本
人
ま
た
は
代
理
人
の
本
人
確
認
書

類
（
運
転
経
歴
証
明
書
、
運
転
免
許

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
）

③
印
鑑

申
請
、
交
付
が
で
き
る
場
所

　
神
山
町
役
場
総
務
課
・
広
野
支
所
・

阿
川
公
民
館
・
鬼
籠
野
公
民
館
・
下
分

公
民
館
・
上
分
公
民
館

交
付
す
る
も
の

　
次
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
神
山
町
営
バ
ス
回
数
券

�

5
、
0
0
0
円
分

② 

徳
島
バ
ス
㈱
が
発
行
す
る
普
通
回
数
券

�

5
、
0
0
0
円
分

③ 

神
山
町
商
工
会
が
発
行
す
る
商
品
券

�

5
、
0
0
0
円
分

※ 
回
数
券
な
ど
の
交
付
ま
で
に
は
申
請

か
ら
お
よ
そ
2
週
間
か
か
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
神
山
町
役
場
総
務
課
交
通

防
災
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

人
口
動
態
調
査
（
職
業
・
産
業
）
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
、
出
生
・
死

亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の
各
届
書

を
も
と
に
人
口
動
態
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
5
年
に
一
度
、
国
勢

調
査
の
行
わ
れ
る
年
度
に
は
「
人
口
動

態
調
査
（
職
業
・
産
業
）」
の
実
施
に

伴
い
、
各
届
書
に
職
業
の
記
入
（
死
亡

届
に
は
併
せ
て
産
業
の
記
入
）
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
労
働
衛
生
、

社
会
福
祉
な
ど
各
施
策
の
た
め
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
令
和
2

年
度
に
こ
れ
ら
の
届
出
を
さ
れ
る
際
に

は
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

人
口
動
態
調
査
で
使
用
す
る
情
報
は
、

統
計
法
に
よ
り
厳
し
く
守
ら
れ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

⃝
調
査
期
間

　
令
和
2
年
4
月
1
日
～

�

令
和
3
年
3
月
31
日

⃝
調
査
対
象

　
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚

の
届
出

⃝
調
査
方
法

　
各
届
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、

そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま

す
。

　
な
お
、
死
亡
届
に
は
産
業
も
併
せ
て

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

役場からの
　おしらせ

あゆちゃん

神山中学校の新成人
（上分・下分・左右内・神領・鬼籠野・阿川地区）

お
詫
び  

　
広
報
か
み
や
ま
1
月
号
（
第

3
2
6
号
）
令
和
2
年
神
山
町
成

人
式
の
記
事
で
集
合
写
真
の
該
当

地
区
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
訂
正
し
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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住
民
課
及
び
広
野
支
所
に
「
職
業
・

産
業
例
示
表
」
を
備
え
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
考
の
上
、
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
場
合
は
住
民
課

及
び
広
野
支
所
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

令
和
2
年
度
自
衛
官
募
集
に
つ
い
て

一
般
幹
部
候
補
生

　
各
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官
と
な
る
者

（
飛
行
要
員
含
）
を
養
成
す
る
制
度
で

す
。

　
採
用
と
同
時
に
陸
上
・
海
上
・
航
空

の
各
自
衛
隊
曹
長
に
任
命
さ
れ
、
幹
部

候
補
生
と
し
て
一
定
期
間
の
教
育
を
受

け
た
後
、
3
等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任
、

幹
部
自
衛
官
と
な
り
ま
す
。

募
集
人
員
（
参
考 

令
和
元
年
度
）

　
陸
　
約
1
8
0
名
（
う
ち
女
子
約
20
名
）

　
海
　
約
60
名
（
う
ち
女
子
15
名
）

　
空
　
約
50
名
（
男
女
の
区
分
な
し
）

資
格

　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
20
歳
以

上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見
込
含
）、

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
含
）
は
28

歳
未
満
）

受
付
期
限

　
2
0
2
0
年
3
月
1
日
～

�

2
0
2
0
年
5
月
1
日

試
験
期
日

　
1
次
　
2
0
2
0
年
5
月
9
・
10
日

　
2
次
　
2
0
2
0
年
6
月
9
～
12
日

　
　
　
　（
海
・
飛
行
要
員
は
3
次
有
）

最
終
合
格
発
表

　（
陸
）
2
0
2
0
年
7
月
22
日

　（
海
）
2
0
2
0
年
7
月
31
日

　（
空
）
2
0
2
0
年
8
月
28
日

入
隊

　
2
0
2
1
年
3
月
下
旬
～
4
月
上
旬

※ 

自
衛
官
の
募
集
種
目
に
つ
い
て
は
、

年
度
内
を
通
じ
多
種
に
わ
た
っ
て
お

り
ま
す
。
右
記
募
集
の
他
に
も
受
付

期
間
の
異
な
っ
た
募
集
案
内
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
徳
島
地
方
協
力
本
部
　
鴨
島
地

域
事
務
所
（
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
字

本
郷
2
1
3

－

1
鴨
島
中
央
ビ
ル
）

☎
0
8
8
3

－
2
4

－
7
0
0
8

http://www.mod.go.jp/pco/tokushima/
健
康
福
祉
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

特
別
弔
慰
金
の
支
給
に
つ
い
て

⃝
趣
旨

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
は
、
先
の
大
戦
で
公
務
等
の
た
め

国
に
殉
じ
た
も
と
の
軍
人
、
軍
属
及
び

準
軍
属
の
方
々
に
思
い
を
い
た
し
、
国

と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た

め
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
支
給
法
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。
一
定
の
日
（
基
準
日
）
に

お
い
て
、
遺
族
の
中
に
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
、
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
等
の
受
給
権
を
有
す
る
方
が
い
な
い

場
合
に
先
順
位
の
遺
族
1
名
に
対
し
て

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
の
裁
定
が

な
さ
れ
ま
す
（
そ
の
方
と
同
順
位
の
者

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
裁
定
を
も
っ
て

全
員
に
対
し
て
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

ま
す
。）。

⃝
支
給
対
象
者

　
令
和
2
年
4
月
1
日
（
基
準
日
）
に

お
い
て
、恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
、

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
の
受
給
権

を
有
す
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人

に
支
給
。

1
． 

令
和
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

2
．
戦
没
者
等
の
子

3
．
戦
没
者
等
の
父
母

4
．
戦
没
者
等
の
孫

5
．
戦
没
者
等
の
祖
父
母

6
．
戦
没
者
等
の
兄
弟
姉
妹

7
． 

上
記
1
か
ら
6
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、姪
等
）

　
※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
1
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
。

⃝
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
（
年
5
万

円
）
の
記
名
国
債

⃝
請
求
期
間

　
令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
5
年

3
月
31
日
ま
で

　（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に

よ
り
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
消

滅
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

⃝
請
求
受
付

　
神
山
町
役
場
健
康
福
祉
課
　
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
（
土
日
祝
日
は

除
く
）

　
窓
口
で
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
に
、

事
前
予
約
制
と
し
ま
す
。
ご
来
庁
の
際

は
、ご
連
絡
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
は
ご
予
約
の
方
を
優
先
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⃝
注
意
事
項

①�

請
求
書
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
4

月
1
日
よ
り
前
に
は
受
け
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
添
付
書

類
（
戸
籍
等
）
に
つ
い
て
も
4
月
1

日
よ
り
前
に
取
得
し
た
も
の
は
受
け

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

②�

請
求
は
、
請
求
者
の
住
所
地
で
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
定
代
理

人
や
相
続
人
に
よ
る
請
求
の
場
合

は
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
住
所
地
の
市

区
町
村
が
受
付
窓
口
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
神
山
町
　
健
康
福
祉
課
　
福
祉
係

　
電
話
：
6
7
6

－

1
1
1
4

　
I
P
：
2
0
0
4

税
務
保
険
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ

い
て

　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お
り
関
係
者

の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

※�

3
か
ら
6
は
、戦
没
者

等
の
死
亡
当
時
、生

計
関
係
を
有
し
て
い

る
こ
と
等
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
に
よ
り
、順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。
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⃝
縦
覧
期
間

　
令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら

�

6
月
1
日
ま
で

　 （
た
だ
し
、
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
き
ま
す
）

⃝
縦
覧
時
間

　
午
前
8
時
30
分
か
ら

�
午
後
5
時
15
分
ま
で

⃝
縦
覧
場
所

　
神
山
町
役
場 

税
務
保
険
課

※ 

「
関
係
者
」
と
は
町
内
に
所
在
す
る

土
地
及
び
家
屋
に
対
し
て
課
税
す
る

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
・
納
税

管
理
人
及
び
納
税
義
務
者
の
委
任
状

を
持
っ
た
代
理
人
な
ど
固
定
資
産
税

に
直
接
関
係
の
あ
る
人
を
い
い
ま

す
。

※ 

縦
覧
に
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
と
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

障
害
者
の
方
等
の
利
用
す
る
軽
自
動

車
税
種
別
割
の
減
免
に
つ
い
て

　
障
害
者
の
方
等
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
で
、
専
ら
障
害
者
の
方
の
た
め
に
継

続
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、

　
次
の
要
件
に
該
当
し
、
期
日
ま
で
に

軽
自
動
車
税
種
別
割
の
減
免
手
続
き
を

さ
れ
た
方
は
、
軽
自
動
車
税
種
別
割
の

減
免
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

1�

．
減
免
の
対
象
と
な
る
障
害
の
範
囲

は
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2�

．
申
請
す
る
際
に
は
、
次
の
書
類
等

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
及
び
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

（
精
神
通
院
）（
令
和
2
年
4
月
1
日

以
前
の
発
行
の
も
の
に
限
り
ま
す
。）

② 

個
人
番
号
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
、
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た

住
民
票
の
写
し
の
い
ず
れ
か
の
個
人

番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

③
運
転
さ
れ
る
方
の
運
転
免
許
証

④
自
動
車
検
査
証
　

⑤
印
か
ん

⑥ 

家
族
運
転
（
障
害
者
の
方
等
の
生
計

を
一
に
す
る
者
が
運
転
）の
場
合
は
、

使
用
目
的
を
証
す
る
書
類

　 
通
院
（
月
4
回
以
上
）、通
学
、通
所
、

週
末
帰
省
（
月
4
回
程
度
）、
又
は

生
業
証
明
書

　 （
精
神
障
害
者
の
方
で
、
自
立
支
援

医
療
受
給
者
証
（
精
神
通
院
）
を
お

持
ち
の
場
合
は
、
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。）

3
．
申
請
期
日　

　
令
和
2
年
5
月
25
日
（
月
）
ま
で

　
※�

期
日
内
に
申
請
し
な
い
と
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
申

請
は
毎
年
必
要
で
す
。

4
．
受
付
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　
神
山
町
役
場
　
税
務
保
険
課

　
電
話
　
6
7
6

－

1
1
1
5

　（
I
P
電
話
　
2
0
0
5
）

　
神
山
町
役
場
　
広
野
支
所

　
電
話
　
6
7
8

－

1
1
1
1

　（
I
P
電
話
　
2
0
2
0
）

1．減免の対象となる障害の範囲

手
　
帳
　
の
　
種
　
類

身
体
障
害
者
手
帳
（
戦
傷
病
者
手
帳
）

障害区分 身体障害者手帳 戦傷病者手帳
級　　　　　別 項　　　　　症 款　　症

視覚障害（※ 1） 1 2 3 4の 1 特別 1 2 3 4
聴覚障害 2 3 特別 1 2 3 4
平衡機能障害 3 特別 1 2 3 4
音声機能障害（咽頭摘出） 3 特別 1 2
上肢不自由 1 2 特別 1 2 3
下肢不自由 1 2 3 4 5 6 特別 1 2 3 4 5 6 1 2 3
体幹不自由 1 2 3 5 特別 1 2 3 4 5 6 1 2 3
乳児期以前の非進行性 上肢 1 2
脳病変による運動機能障害 移動 1 2 3 4 5 6
心臓機能障害 1 3 特別 1 2 3
腎臓機能障害 1 3 特別 1 2 3
呼吸器機能障害 1 3 特別 1 2 3
ぼうこう又は直腸機能障害 1 3 特別 1 2 3
小腸機能障害 1 3 特別 1 2 3
免疫機能障害 1 2 3
肝臓機能障害 1 2 3

療育手帳（※ 2） 障害の程度A
精神障害者保健福祉手帳（※2） 障害等級 1級（自立支援医療受給者証（精神通院医療）を交付されている方）

《注意事項》
　減免は障害者の方等 1人について、普通車を含め、1台に限られます。
　網掛け部分■は障害者の方等本人の運転に限り減免できます。
　重複障害の場合は、障害区分ごとに判定します。
　※ 1　 視覚障害 4 の 1 は、両眼の視力の和が 0.09 以上 0.12 以下の方です。ただし、平成30年 7 月 1 日以降に交付され

た身体障害者手帳については、視力の良い方の眼の視力が0.08以上0.1以下のもの。
　※ 2　 療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の場合は、障害者本人の運転での減免はできません。

11 令和 2年 3月15日発行
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神
山
町
賃
借
料
情
報

　
平
成
21
年
12
月
15
日
に
、
改
正
農
地

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、

標
準
小
作
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
毎
年
市

町
村
ご
と
に
賃
借
料
情
報
の
提
供
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
1
月
か
ら
令
和
元
年
12
月

ま
で
に
町
内
で
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃

貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
の
平
均
額
（
10

ア
ー
ル
あ
た
り
）
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

※ 

な
お
、
こ
の
「
賃
借
料
情
報
」
は
調

査
期
間
中
に
有
償
で
貸
し
借
り
さ
れ

た
事
例
の
集
計
値
で
あ
り
、
拘
束
力

は
あ
り
ま
せ
ん
。
賃
借
料
決
定
の
参

考
と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
す
の
で
、

実
際
の
貸
し
借
り
の
契
約
の
際
に
は
、

貸
し
手
と
借
り
手
で
よ
く
話
し
合
っ

て
賃
借
料
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

平均額
(円 )

最高額
( 円 )

最低額
( 円 )

データ
件数

田
（水稲） 11，287 20，000 10，000

14件
（23筆）

畑
（普通畑） 13，227 30，000 5，000 13件

（22筆）

畑
（樹園地） 10，844 21，000 5，000 6件

（15筆）

神山町のホームページで、「神山はいま」連載しています。
　「神山はいま」は、神山にお住まいの皆さまや神山に所縁のある方々に、「いま神山で起こっていることを、
住民の皆さんがどう感じているのか」を語っていただき、できる限り編集をせず、生の声を届ける神山町
役場公式ホームページのコーナーです。2015年12月から始まった本連載は、29本のインタビューを掲載
しています。今回は、最新のインタビューより、出身大学生のお二人の声をお伝えします。

（インタビューより一部抜粋）
（敷田直実さん）　「神山に戻って働いたら、どうなるんだろう」って。雇用自体がないと思ってたんですよ。
こっちに戻ったとしても、徳島市内で仕事して、神山には家族に会いに帰るだけになるんだろうなって思っ
てたし。神山で働くイメージって本当になくって。
　でも、若い人が活躍してるし、神山はそれを受け入れてく
れる町なんやなって思いました。
（中川麻畝さん）　去年の夏に、下分の夏祭りを手伝ってたん
です。人が減ってるっていうのはすごい思ったけど、それよ
りも若い人や外国人が多いことにびっくりして。そんな状況
でも気にせずカラオケを歌うおじいちゃんおばあちゃんたち
（笑）。それが成り立ってるっていうか、誰も変に思ってないっ
ていうのが、今の神山っぽいなって。

ホームページでは、より詳しいインタビュー記事をご覧いた
だけます。ぜひ、ご覧ください。 ▲神山町ホームページ中「神山はいま」

徳島県の最低賃金

ぜひ、ご検討ください「業務改善助成金」

◎徳島県最低賃金 ◎特定最低賃金

時間額　793円
【発行日】令和元年10月 1日

産業名 時間額 発行日

873
円

925
円

885
円

造作材・合板・建築用組立材
料製造業

令和元年
12月21日

はん用機械器具、生産用機械
器具、業務用機械器具製造業

電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業

〈お問合せ先〉
徳島労働局労働基準部賃金室　　　TEL（088）652-9165
または最寄りの労働基準監督署へ　FAX（088）622-3570
https://jsite.mhlw.go.jp/tokushima-roudoukyoku/

確認しましょう。最低賃金

広報かみやま No.327 12



傷害保険金額

死亡 後遺障害
（最高）

事故の日からその日を
含めて180日以内

賠償責任保険 突然死葬祭
費用保険
支払限度額（免責金額なし）

支払限度額

加入
対象者 補償対象となる団体・グループ活動 年間掛金

（1人当たり）

小さな掛金、大きな補償

2019年12月作成　19-TC05719

〈引受幹事保険会社〉
東京海上日動火災保険株式会社
担当課 公務第2部 文教公務室

〈共同引受保険会社（令和2年4月予定）〉
あいおいニッセイ同和  共栄火災  損保ジャパン日本興亜
大同火災  東京海上日動  日新火災  三井住友海上  AIG損保

TEL 03-3515-4346（平日9：00～17：00）この広告はスポーツ安全保険の概要についてご紹介したものです。ご加入の際には、必ず「スポーツ
安全保険のあらまし」および「重要事項説明書」をよくお読みください。詳細は保険約款および特約
書によりますが、ご不明の点がございましたら（公財）スポーツ安全協会または東京海上日動火災保
険（株）までお問い合わせください。

検索スポーツ安全保険
保険の詳しい内容、資料の請求は、
ホームページをご覧ください。
※インターネットからも加入受付をおこなっております。

対象となる事故

団体・グループ活動中の事故/往復中の事故
保険期間

令和2年4月1日午前0時から
令和3年3月31日午後12時まで

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

加入区分・掛金・補償額

1,450
円

800
円

11,000
円

800
円

1,500
円

2,000
円

1,500
円

1,000
円

1,500
円

1,000
円

4,000
円

5,000
円

4,000
円

1,800
円

4,000
円

1,800
円

3,000
万円

3,150
万円

3,000
万円

900
万円

3,000
万円

750
万円

2,000
万円

2,100
万円

2,000
万円

600
万円

2,000
万円

500
万円

1,850
円

上記団体活動に加え、個人活動も対象

準備・片付け・応援・団体員の送迎

文化活動

スポーツ活動

スポーツ活動（指導・審判を含む）

危険度の高いスポーツ（指導・審判を含む）

地域活動ボランティア活動

文化活動 地域活動ボランティア活動

1,200
円

自動車事故に
よって賠償責任
を負った場合は、
補償の対象とな
りません。

！

180万円

180万円

500万円対人・対物賠償
合算1事故

全年齢

上段：団体活動中およびその往復中の補償額
下段：上記以外（個人活動など）の補償額

※右記年齢の判断は、「令和2年4月1日」
と「掛金の支払い手続きを行う日」のい
ずれか遅い日の年齢を基準とします。
※A2区分で対象となる活動も補償され
ます。

※スポーツ活動中の事故は補償の対象と
なりません。

※特別支
援学校
高等部
の生徒
を含む

（　　）
子ども
中学生
以下

（　　）高校生
以上

大人

年間掛金には、制度運営費（10円）が含まれます。

対象外

5億
500万円

（ （

（
対人・対物賠償
合算1事故
ただし、対人賠償は
1人 1億500万円

5億円
（
対人・対物賠償
合算1事故
ただし、対人賠償は
1人 1億円

（
5億円

（
対人・対物賠償
合算1事故
ただし、対人賠償は
1人 1億円

熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒の
場合、保険金額はA1区分と同額

入院日額
1日目から/
180日限度

通院日額
1日目から/
30日限度 （（（（加入

区分

AW

A1

D

C
64歳以下

B
65歳以上

500
円

1,000
円

150
万円

100
万円

熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒は
対象となりません。

A2
A2区分は
65歳以上
の方も加入
できます。

088-655-3660 電話受付時間　午前8時30分～午後5時15分（土、日、祝日を除く。）

〒770-0942 徳島市昭和町三丁目35番地1徳島県支部
〈（公財）徳島県体育協会内〉

13 令和 2年 3月15日発行



お問い合わせ・健康に関するご相談は　　神山町健康福祉課予防係　TEL676ー1114　IP2004

健康づくりシリーズ○124

感染症を予防しよう！
　新型コロナウイルス感染症等の新型ウイルス感染症の発生や、従来からあるインフルエンザ、感
染性胃腸炎等の流行から身を守るため、感染経路や予防についてまとめました。

　新型コロナウイルス感染症について
　ウイルス性の風邪の一種です。発熱やのどの痛み、咳が長引くことが
多く、強いだるさを訴える方が多いことが特徴です。感染から発症まで
の潜伏期間は1日から12.5日（多くは5～ 6日）といわれています。

手洗いのポイント
　手洗いはこまめに行うことが大切です！
　★しっかり石けんを泡立てて
　★手の甲、指の間、指先、手首までしっかり洗う
　★洗った後はハンカチやペーパータオルで水分を拭き乾かす

帰国者・接触者相談センター
東部保健福祉局（徳島保健所）
電話　088－602－8907
� （24時間対応）

感染経路をなくすことは感染を広げ
ないために最も大切な対策です！

免疫アップ！

　病原体から身を守るために、日頃から心がけたいこと

手洗い うがい マスク 消毒 バランスのとれた栄養 しっかり休息

　感染までのしくみ

　感染症は「①病原体（感染源）　②感染経路　③人」の３つの要因がそろうことで感染します。
感染症対策では、これらの要因のうちひとつでも取り除くことが重要です。

・ウイルスや菌が混じった咳やくしゃみ
・ウイルスがついたドアノブなどに触る

鼻や口から侵入

②感染経路（病原体の入り口）
感染経路をなくす

①病原体（感染源）
病原体をなくす

③人
体の抵抗力を高めておく

広報かみやま No.327 14



介護予防シリーズ○66

　介護予防に取り組む地域でのサロン活動について前号までに紹介をしましたが、まだ紹介できて
いないサロンもありますので次号以降も引き続き紹介します。今回は、地域で行われている介護予
防の取り組みについて具体的内容をお伝えさせていただきます。
　現在、地域包括支援センターが把握し介護予防に取り組んでいるサロンは町内に16か所のあり、
「運動器の機能向上」「口腔機能の向上」「認知症予防」などにつながる活動が行われています。

神山町サロンMAP

具体的にはどんなことをしているの？

193

193

438

438

438

20

21

神山町役場

広野小学校

神領小学校
神山中学校

神山町地域包括支援センター
［電話］　088－676－1185　（IP電話　2031）

●サロンに関するお問合せは

自分の地域に
サロンを立ち
あげたい！

近所で
開かれている
サロンに
参加したい

映像を見なが
ら

実施するので
指導者がいな

くても

開催できます
！！

運動器の機能向上
　映像を見ながら、「いきいき百歳体操」
を行っています。体操時間は約30分。椅
子を使って行い、筋力がついてきたら、
おもりを使います。

口腔機能の向上
　映像を見ながら、「健口体操」を行っています。
　健口体操で「飲み込む力」「食べる力」を
高めています。おいしく食べて十分栄養をと
れば体力がつき免疫力も高まります。

認知症予防
　映像を見ながら、体の運動をしながら頭の運動
を行っています。運動と課題を同時に行う運動の
ことを二重課題運動と言い、バランス能力や持久
力、認知機能を向上させると言われています。

けんこうたいそう

15 令和 2年 3月15日発行



防災シリーズ○36

住宅用火災報知器は、
10年を目安に交換をおすすめします。

　住宅用火災報知器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を
感知できなくなることがあるため、大変危険です。
　取り替えの目安は、だいたい10年と言われています。
　神山町では、平成 21年度、町内の全世帯に火災報知器を配布しました。
　配布からちょうど 10年を経過しましたが、皆さんのお宅に設置されている
火災報知器は大丈夫ですか？

まずは、作動確認し、
音を聞いてみましょう。
本体のボタンを押して確認し
ます。
正常な場合は、正常であるこ
とをお知らせするメッセージ
または火災警報が鳴ります。

音が鳴らない場合は、電池がきちんとセットされているか確認し、そ
れでも鳴らない場合は、「電池切れ」か「本体の故障」です。取扱説明
書をご覧ください。

新しい火災報知器に交換したら
本体の側面などに、油性ペンで「設置年月」を記入し、
次回交換時期の目安にしましょう。

なお、取り替えや電池交換については各自で対応をお願いします。
・�火災報知器の種類によって、細かい注意点が異なります。製品に付属している取扱説明書を必ず
ご覧ください。
・�お手入れや作動確認は、高所での作業となり、転倒や落下などの危険があります。安定した足場
で作業を行ってください。
・�捨てる場合、本体と電池を別に捨てましょう。電池は乾電池、本体はその他不燃物として捨てて
ください。

火災警報 「ビュービュービュー、
火事です。火事です。」

故障警報 「ピッピッピッ、故障です。」
「ピッピッピッ」

電池切れ
警　　報

「ピッ、電池切れです。」
「ピッ」

本体の型式等（神山町が配布したもの）
製品名：煙式けむタンちゃん
型　式：KRH－ 1
製造元：2009年製ニッタン株式会社
電　池：専用電池（リチウム電池）
　　　　・CR17450-WK15（日立マクセル）
　　　　・CR17450E-R-CN17（三洋電機）
　　　　・CR17450E-R-CN1（三洋電機）� ※製造当時の情報となります

広報かみやま No.327 16



詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年
金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限 1年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年
所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

【所得の目安】118万円+｛扶養家族の数×38万円｝

　学生納付特例の承認期間は 4月から翌年 3月までとなりますが、承認を受けた次の年度も
在学予定である場合は、4月初めに再申請の用紙が届きます。
　引き続き、学生納付特例制度の申請をご希望の場合は、必要事項を記入の上、ご返送ください。

　学生納付特例制度により、平成31年度（令和元年度）に保険料納付を猶予されている方で、
令和 2年度も引き続き在学予定の方へ、3月末に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学
生納付特例申請書が送付されます。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入して返送すれば、令和 2
年度の申請ができます。（この場合、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。）
　なお、令和 2年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は、納
付書を作成してお送りします。お手数をおかけしますが、お近くの年金事務所にご連絡をお願
いします。

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

国民年金保険料学生納付特例の申請について

17 令和 2年 3月15日発行



駐在所だより
「あおり運転」とは…
　前方を走行する車に対してもっと速く走るよう挑発したり（異常な接近や乱暴なクラク
ションなど）、隣車線や後方を走行する車に対して進路を妨害する（蛇行運転や幅寄せ、不
要な急ブレーキなど）ような悪質で危険な運転行為が、いわゆる「あおり運転」と呼ばれて
います。

あおり運転行為を受けそうになったら…
　◯早めに進路を譲って「おさきにどうぞ」
　◯相手にせず、自分は冷静に
　◯法定速度を守り、車間距離を十分とって安全運転

身の危険を感じたら…
　◯無理なスピードを出して逃げようとしない
　◯�人目のある安全な場所（広い駐車場やSA・PAなど）に停車し、窓を閉めてドアをロック
　◯警察に通報して車内で待機、又は近くに警察施設があれば直接駆け込んで助けを求める

まさか…自分もあおり運転！？
　◯急ぐと、つい無理な車線変更をしたり速度を出しがちに
　　⇒時間と心に余裕を持って出かけましょう
　◯ちょっとせっかちで急ハンドルや急ブレーキが多いかも
　　⇒周りにもおサイフにも優しいエコドライブをしましょう
　◯乱暴なドライバーにイラッ！
　　⇒ちょっと待って深呼吸、あなたの大切な人を思い浮かべて「自分はあんな運転しないよ」

あおり運転を回避するために

＊�トラブル回避・対処の有効手段として、ドライブレコーダーの設置をおすすめします。
　�相手に対する抑止効果はもちろんですが、逆に、自分自身の冷静さを保つ自制効果も見
込まれます。また、万一の時の証拠として、あなたの心強い味方となります。
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消防署だより

119 消防バイク先行隊発足
　令和 2年 2月26日名西消防組合消防本部において、消防バイク先行隊の発
足式及び想定訓練を開催しました。
　このバイク隊は、ファットバイク（自転車）2台とクロスカブ（50cc 1 台
で編成し、救急・救助現場や火災現場などで緊急車両が進入できないような
悪路や狭い道路等で、いち早く先行して現場に到着し応急処置や初期消火を
行う隊です。

　当消防本部では、地震や自然災害により道路の座屈や瓦礫等により緊急車両の走行ができない
場合でも迅速に現場到着し、情報収集、応急手当や初期消火等の活動ができないか検討していた
ところ、熊本地震において、自転車と原付バイクが有効な移動手段であったことなどを参考に、
迅速な初期対応が可能な 2輪車の導入に至りました。

発足の経緯

　このバイクの特徴は、極太のタイヤで約12cmの幅があります。このタイヤ幅を生かし砂・砂
利や雪道などの走行が可能で、タイヤの空気圧を落とすことでタイヤがサスペンションの役割を
もち、荒れた路面を容易に走行することができます。
　このファットバイクは、重量が16kgと軽いため、障害物を手渡しで越えることも可能です。

ファットバイクとは

　14インチの小径タイヤを装備し狭い路地での旋回力に優れ、前後サスペンションにより多少の
凸凹路面を走破できます。
　また、燃費が 1L あたり約100km走行でき災害時の給油環境による影響が少ないと考えられま
す。

クロスカブとは

神山消防署への連絡は
・固定電話�676－1199

・ＩＰ�050－2024－2119

・FAX�676－1390

　現在、神山消防署にクロスカブ、石井消防署にファットバイクを配置し、災害発生状況により
資器材搬送車に積載し、各署の応援態勢を綿密にとれるよう計画しています。
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【作り方】
① 玉ねぎ、ピーマン、にんじんはみじん切りし、油少々で柔らかく
なるまで炒める。
② 長ねぎのみじん切りとサバ水煮缶をボウルに入れ、さばのかたま
りをフレーク状にほぐす。
③②に細かく砕いた麩、おろし生姜、①と卵を加えよく混ぜる。
④ ③を 8等分して、小判型に丸める。フライパンに油を熱し、片
面に焼き色がついたらひっくり返しふたをして弱火で蒸し焼きに
する。
⑤ ④が焼けたら皿に盛り、青じそをのせてその上に大根おろしとポ
ン酢をかける。

【材料：4人分】
玉ねぎ    80g
ピーマン    80g
にんじん    80g
さば水煮缶    2缶
長ねぎ    10㎝
おろし生姜    大さじ1

麩    10個
卵    1個
大根    200g
青じそ    8枚
ポン酢    大さじ2
油    少々

サバ缶シリーズ

野菜1日350g！
栄養価 1人分：エネルギー 251kcal、たんぱく質 23.6g、
脂質 12.6g、塩分 1.2g  野菜総重量約120g

●ワンポイントアドバイス
　野菜がたっぷり入り、ミンチ肉の代わりにサバ缶を使うので、動脈硬
化を抑えてくれます。麩は水分に応じて加減してください。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

★サバ缶ハンバーグ★
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「令和元年度山地災害防止標語コンクール入賞」
　一般社団法人日本治山治水協会が主催する、令和元年
度山地災害防止標語コンクールで、神領小学校 4年の橋
本篤さんが第 1席の最優秀賞（林野庁長官賞）に、神山
中学校 3年の大西凌馬さんが第 3席の奨励賞（（一社）
日本治山治水協会長賞）に選ばれました。
　両作品とも、山地災害の防止、森林や治山事業の効
果、防災意識の高揚などを広く国民に呼びかけることを、
テーマとして、身近にある山（森林）の大切さや、治山
事業の必要性が伝わる作品です。
橋本さんの作品、｢くずさない！ 守り育てる ぼくらの山｣
大西さんの作品、「将来を 見据えて進める 治山事業｣
　今年度の標語コンクールには、全国から1,971作品の
出品があり、受賞は、最優秀賞 1点、優秀賞 5点、奨励
賞 5点で、その中で、徳島県から 2名の入賞でした。 最優秀賞に選ばれた　橋本さん
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奨励賞に選ばれた　大西さん
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